
序

二
〇
〇
九
︵
平
成
二
一
︶
年
一
一
月
六
日
︑
元
法
学
部
長
の
十
時
嚴
周
名
誉
教
授
が
ご
家
族
に
み
と
ら
れ
な
が
ら
ご
自
宅
で
八
二

年
の
生
涯
を
全
う
さ
れ
た
︒

十
時
先
生
は
︑
一
九
二
七
︵
昭
和
二
︶
年
一
月
五
日
︑
大
阪
府
で
生
を
享
け
ら
れ
た
︒
先
生
が
関
西
を
離
れ
東
京
に
住
ま
わ
れ
た

の
は
︑
そ
の
後
︑
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
に
入
学
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
︒
法
学
部
で
は
米
山
桂
三
先
生
の
も
と
で
社

会
学
を
専
攻
し
︑
五
二
年
に
学
部
を
卒
業
後
︑
学
者
へ
の
道
を
歩
ん
だ
︒
米
山
桂
三
先
生
は
法
学
部
に
社
会
学
の
授
業
を
導
入
し
た

だ
け
で
な
く
︑
各
学
部
に
分
散
し
て
い
た
社
会
学
者
を
集
め
︑
五
八
年
に
大
学
院
社
会
学
研
究
科
を
開
設
さ
せ
た
功
労
者
で
あ
る
︒

十
時
先
生
は
米
山
先
生
の
も
と
で
社
会
学
と
文
化
人
類
学
を
学
び
︑
新
設
の
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
し
︑
修
士
修
了
と
と

も
に
法
学
部
副
手
と
な
り
︑
博
士
課
程
修
了
後
の
六
〇
年
に
は
法
学
部
助
手
に
就
任
し
た
︒
そ
の
後
は
︑
同
学
部
の
若
手
教
員
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
助
教
授
︑
教
授
へ
と
順
調
に
昇
進
し
た
︒
七
九
年
に
は
法
学
部
長
兼
法
学
研
究
科
委
員
長
に
就
任
さ
れ
︑
学
部
と
大
学

の
行
政
に
お
い
て
も
そ
の
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
︒
ま
た
一
九
七
六
年
か
ら
八
五
年
ま
で
︑
慶
應
義
塾
体
育
会
野
球
部
長

も
務
め
ら
れ
た
︒

私
が
法
学
部
に
採
用
さ
れ
た
の
は
八
一
年
だ
が
︑
そ
の
と
き
の
学
部
長
が
十
時
先
生
で
あ
っ
た
︒
私
に
と
っ
て
︑
今
で
も
﹁
法
学

部
長
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
は
十
時
先
生
で
あ
る
︒
鮮
や
か
な
手
腕
で
議
事
を
ま
と
め
上
げ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
才
覚
︑
そ
れ
に
ロ
マ
ン

ス
グ
レ
ー
の
頭
髪
と
ス
ー
ツ
を
ぴ
し
っ
と
決
め
た
ダ
ン
デ
ィ
で
長
身
の
お
姿
︑
私
に
は
大
き
な
目
標
で
あ
る
︒

序
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十
時
先
生
は
︑
法
学
部
で
は
産
業
社
会
論
︑
近
代
化
・
工
業
化
論
︑
社
会
変
動
論
︑
比
較
文
化
論
な
ど
を
担
当
さ
れ
︑
人
気
教
授

と
し
て
多
く
の
学
生
を
育
て
︑
ま
た
関
根
政
美
現
法
学
部
教
授
を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
研
究
者
を
育
成
し
た
︒
先
生
の
研
究
の
基

本
は
︑
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
工
業
化
と
経
済
発
展
の
た
め
に
︑
日
本
社
会
の
近
代
化
戦
略
を
構
想
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
︒

先
生
が
若
か
り
し
頃
は
︑﹁
学
生
諸
君
は
社
会
人
に
な
っ
た
ら
身
を
粉
に
し
て
働
け
﹂
と
繰
り
返
し
説
か
れ
た
が
︑
後
に
は
︑
日
本

社
会
が
近
代
化
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
文
化
変
容
す
る
の
か
し
な
い
の
か
を
分
析
し
つ
つ
︑
欧
米
社
会
と
の
文
化
比
較
に
注
目
し
た

﹁
比
較
文
化
論
﹂
に
情
熱
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
︒
先
生
は
︑
社
会
学
博
士
号
取
得
の
論
文
と
も
な
っ
た
﹃
産
業
人
類
学
│
│
工
業

化
と
文
化
変
容
﹄
︵
世
界
書
院
︶
を
一
九
六
六
年
に
刊
行
し
て
以
来
︑
近
代
化
・
工
業
化
に
よ
る
社
会
変
動
・
文
化
変
容
を
国
際
比

較
す
る
だ
け
で
な
く
︑
近
代
化
・
工
業
化
に
よ
る
日
本
の
産
業
社
会
あ
る
い
は
企
業
社
会
の
変
化
を
文
化
人
類
学
の
視
点
か
ら
研
究

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
論
じ
た
︒
こ
の
視
点
は
今
日
で
も
色
あ
せ
て
い
な
い
︒

先
生
は
こ
の
他
に
も
研
究
成
果
と
し
て
︑﹃
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
伝
統
的
社
会
﹄
︵
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
︑
一
九
七
四
年
︶
︑﹃
地
球
社

会
へ
の
展
望
・
慶
應
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄
︵
日
本
生
産
性
本
部
︑
一
九
八
〇
年
︶
︑﹃
大
都
市
圏
の
拡
大
と
地
域
変
動
│
│
神
奈
川
県

横
須
賀
市
の
事
例
﹄
︵
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書

︑
慶
應
通
信
︑
一
九
八
九
年
︶
︑
﹃
現
代
の
社
会
変
動
│
│
世
界
の
な
か
の
日

47

本
社
会
﹄
︵
慶
應
通
信
︑
一
九
九
二
年
︶
な
ど
の
編
著
・
共
著
を
残
さ
れ
て
い
る
︒

十
時
先
生
の
活
躍
は
海
外
も
含
め
法
学
部
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
た
︒法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
る
と
︑
先
生
は
す
ぐ
に
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
︒
当
時
の
日
本
で
は
珍
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
授
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
と

と
も
に
︑
大
学
で
は
社
会
学
と
文
化
人
類
学
を
学
ん
だ
︒
一
九
六
二
年
に
慶
應
義
塾
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
︵
Ｋ
Ｂ
Ｓ
︶
が
設
立

さ
れ
た
際
︑
先
生
が
学
ば
れ
た
こ
と
が
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
︒
ち
な
み
に
︑
先
生
は
七
八
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
に
衣
替
え
さ
れ
た
時
に
︑
同
研
究
科
委
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
︒

そ
の
後
も
先
生
の
海
外
経
験
は
豊
富
で
あ
る
︒
長
期
・
短
期
を
含
め
︑
香
港
中
文
大
学
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
︑
ハ
ー
バ
ー
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ド
大
学
燕
京
︵
エ
ン
チ
ン
︶
研
究
所
︑
北
京
大
学
日
本
研
究
中
心
︵
セ
ン
タ
ー
︶
︑
パ
リ
国
立
政
治
学
院
な
ど
で
研
究
生
活
を
送
ら
れ

た
︒
こ
の
う
ち
︑
ご
自
身
も
滞
在
さ
れ
た
北
京
社
会
学
研
究
中
心
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
設
立
に
深
く
関
与
さ
れ
た
︒
こ
れ
は
実
質
的

に
中
国
に
お
け
る
社
会
学
研
究
の
基
礎
づ
く
り
と
な
り
︑
同
時
に
日
本
の
社
会
学
者
の
中
国
へ
の
関
心
を
強
め
る
契
機
と
も
な
っ
て

お
り
︑
十
時
先
生
の
国
際
貢
献
の
一
つ
と
し
て
特
筆
で
き
る
︒
ま
た
︑
学
部
長
職
を
退
任
さ
れ
た
直
後
の
一
九
八
三
年
に
先
生
が
ハ

ー
バ
ー
ド
に
留
学
さ
れ
た
折
︑
私
も
そ
こ
に
留
学
中
で
あ
り
︑
当
時
ボ
ス
ト
ン
に
お
ら
れ
た
久
我
俊
二
現
法
学
部
教
授
と
私
が
ご
自

宅
に
招
か
れ
︑
先
生
お
手
製
の
美
味
し
い
ラ
ム
と
ロ
ブ
ス
タ
ー
料
理
を
楽
し
い
会
話
と
と
も
に
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
︒
厨

房
に
立
た
れ
て
い
た
先
生
の
お
姿
を
今
で
も
時
々
思
い
出
す
︒

十
時
先
生
は
学
習
指
導
あ
る
い
は
学
部
長
と
し
て
︑
学
部
行
政
の
面
で
も
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
︒
法
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
に
加
え
︑
入
学
試
験
の
採
点
の
機
械
化
に
よ
る
入
試
負
担
の
軽
減
︑
高
校
長
推
薦
制
度
や
帰
国
子
女
入
試
の
実
施
な
ど
入
試
多

様
化
改
革
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
︑
今
日
の
法
学
部
の
隆
盛
は
十
時
学
部
長
時
代
の
改
革
に
起
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
︒

十
時
先
生
は
一
九
九
二
年
三
月
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
後
は
︑﹁
多
く
の
弟
子
を
育
て
︑
い
ず
れ
も
既
に
一
家
を
な
し
て
お
り
︑

も
う
大
学
に
は
未
練
は
な
い
︒
今
後
は
自
由
な
立
場
か
ら
国
際
的
学
術
交
流
に
貢
献
し
た
い
﹂
︵﹃
法
学
研
究
﹄
十
時
嚴
周
退
職
記
念
論

文
集
の
堀
江
堪
法
学
部
長
に
よ
る
序
︶
と
の
言
葉
を
残
し
て
︑
キ
ャ
ン
パ
ス
を
去
ら
れ
た
後
は
︑
他
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
も
な
く
︑

時
々
の
公
務
以
外
は
悠
々
自
適
の
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
︒
先
生
は
若
い
頃
に
結
核
を
患
わ
れ
た
た
め
か
︑
生
涯
あ
ま
り
無
理
を
さ
れ

な
い
生
活
を
好
ま
れ
た
︒

本
号
は
︑
慶
應
義
塾
と
法
学
部
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
十
時
先
生
を
偲
び
つ
つ
︑
元
同
僚
・
弟
子
︑
そ
し
て
そ
の
仲
間
た
ち
が

結
集
し
た
渾
身
の
論
文
集
で
あ
る
︒
天
国
の
十
時
嚴
周
先
生
も
本
号
の
刊
行
を
喜
ば
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
︒

平
成
二
三
年
四
月

法
学
部
長

国

分

良

成

序
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